
令和５年度教育功労者及び優良教育施設・団体表彰 

 

 令和５年度教育功労者及び優良教育施設・団体表彰の被表彰者が決定しました。 

 令和５年度は、教育功労者７５人及び優良教育施設１施設が教育委員会表彰を受けました。 

＜学校教育関係＞ 

役職名 氏名 功績 役職名 氏名 功績 

上尾市立上平小学校長 山田 浩一 学校教育に貢献  久喜市立栗橋東中学校長 篭宮 賢治 学校教育に貢献 

草加市立高砂小学校長 石﨑 明子 〃 県立伊奈学園総合高等学校長 浅賀 敏行 〃 

戸田市立新曽北小学校長 星野 正義 〃 県立大宮高等学校長 鎌田 勝之 〃 

朝霞市立朝霞第一小学校長 金子 二郎 〃 県立春日部高等学校長 上原 一孝 〃 

新座市立東北小学校長 梅田 竜平 〃 県立久喜高等学校長 須田 俊弥 〃 

所沢市立所沢小学校長 戸村 達男 〃 県立熊谷女子高等学校長 佐藤 智明 〃 

所沢市立南小学校長 長谷川 陽子 〃 県立熊谷農業高等学校長 梅澤 仁 〃 

東松山市立唐子小学校長 稲村 浩之 〃 県立越谷北高等学校長 片野 秀樹 〃 

坂戸市立千代田小学校長 谷口 義明 〃 県立草加高等学校長 橋本 淳 〃 

熊谷市立石原小学校長 関根 達郎 〃 県立所沢北高等学校長 関口 正人 〃 

熊谷市立三尻小学校長 長谷川 雅夫 〃 県立不動岡高等学校長 豊田 清明 〃 

本庄市立本庄東小学校長 木村 健治 〃 県立本庄高等学校長 松本 和 〃 

深谷市立深谷小学校長 片桐 雅之 〃 県立松山女子高等学校長 秋山 佳子 〃 

深谷市立上柴西小学校長 加藤 修 〃 県立与野高等学校長 鈴木 健 〃 

加須市立加須小学校長 増田 正夫 〃 県立和光国際高等学校長 鈴木 啓修 〃 

越谷市立越ヶ谷小学校長 鈴木 雅彦 〃 県立上尾かしの木特別支援学校長 金子 功 〃 

八潮市立八幡小学校長 山口 徳明 〃 県立越谷特別支援学校長 小池 八重子 〃 

三郷市立新和小学校長 髙橋 英樹 〃 さいたま市立沼影小学校学校医 佐藤 博之 学校保健に貢献 

川口市立南中学校長 森田 吉信 〃 元県立川越南高等学校学校医 浅野 裕幸 〃 

桶川市立桶川中学校長 肥土 耕一 〃 元鶴ヶ島市立栄小学校学校医 広瀬 康二 〃 

北本市立東中学校長 𠮷田 伸吾 〃 本庄市立本庄南中学校学校医 松澤 国彦 〃 

伊奈町立伊奈中学校長 豊田 稔之 〃 行田市立下忍小学校学校医 末続 宏之 〃 

川越市立大東西中学校長 小金井 幸則 〃 久喜市立清久小学校学校医 髙木 学 〃 

狭山市立西中学校長 浅沼 俊英 〃 上尾市立今泉小学校学校歯科医 榎本 富男 〃 

日高市立高萩北中学校長 島津 芳久 〃 上尾市立大石北小学校学校歯科医 森田 全省 〃 

深谷市立幡羅中学校長 持田 栄 〃 鴻巣市立鴻巣東小学校学校歯科医 大井  了 〃 

行田市立忍中学校長 安藤 秀一 〃 久喜市立桜田小学校学校歯科医 杉原 義昭 〃 

加須市立加須西中学校長 藤間 隆子 〃 元上尾市立東小学校学校薬剤師 近井 文子 〃 

春日部市立豊春中学校長 永野 修 〃 所沢市立富岡中学校学校薬剤師 十時 典子 〃 

羽生市立東中学校長 寺井 進一郎 〃    

 ＜社会体育関係＞                 ＜教育行政関係＞ 

役職名 氏名 功績 役職名 氏名 功績 

埼玉県近代五種・バイアスロン連合副会長 下道 豊 社会体育に貢献 県教育局市町村支援部長 石井 宏明 教育行政に貢献 

＜社会教育関係＞   県教育局西部教育事務所長 衛藤 一憲  〃 

役職名 氏名 功績 県立熊谷図書館長 阿部 正浩  〃 

埼玉県地域婦人会連合会副会長 植田 富美子 社会教育に貢献 鴻巣市教育委員会教育長 望月 栄 〃 

一般社団法人埼玉県子ども会連合会副会長 林   昌己  〃 富士見市教育委員会教育長 山口 武士 〃 

＜文化・芸術関係＞   毛呂山町教育委員会教育長 髙沢 佳弘 〃 

役職名 氏名 功績 本庄市教育委員会教育長 下野戸 陽子 〃 

埼玉文芸賞選考委員 相 良  敬泉  芸術・文化に貢献 寄居町教育委員会教育長 関根 光男 〃 

＜文化財保護関係＞   小鹿野町教育委員会教育長 武藤 彰男 〃 

役職名 氏名 功績 八潮市教育委員会教育長 井上 正人 〃 

埼玉県指定無形文化財保持者（長板中型） 初山 寛 文化財保護に貢献    

   ＜私学教育関係＞   

   役職名 氏名 功績 

   学校法人勝田学園理事長  勝 田  寿郎 私学教育に貢献 

＜優良教育施設・団体＞     

施設名 代表者名 功績 

和光市図書館 小林 理恵 

「みんなで育てる 身近な図書館」をスローガンに「第３次和光市図書館サービス計

画」や「第４次和光市子ども読書活動推進計画」を策定、その評価に当たっては第三

者の視点を取り入れて図書館運営を進めている。特に、市民主役の視点で読み聞かせ

活動を充実させるためのボランティア交流会の実施、市内で活動する個人又は団体に

よる図書館を利用した展示活動を実施するなど、地域に根差した図書館として市民の

生涯学習を支えている。 

また、定期的な広報誌の発行に加え、ホームページや複数のＳＮＳを積極的に活用

しておりイベントの告知のみならず、その成果についても発信するなど積極的な情報

発信を行っている 

図書館運営に当たって、図書館サービス計画等を県内でも早い時期から策定し、か

つ、その評価に公平・中立性の観点から第三者の評価を導入している点やそれらを含

む様々な情報を、ホームページ等できめ細かに情報発信を行っている点は、市民に開

かれた図書館運営の模範となり得るものである。 


